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◇◆◇地区割を変更します◇◆◇ 
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令和６年度安全スローガン 

慣れが生む 

心の油断が 事故の元！ 

 

【傷害事故】 
例年に比べ疾病による事故がとても増えています。どのよう
な仕事内容でも事故は起きる可能性があります。定期的な病
院受診等の日々の健康管理が大切です。 

【賠償事故】 
飛び石・切断事故に次いで、運転事故も多く起きています。 
事故の多くはうっかり・決められた手順の省略・気持ちの焦
りによる見落としなどのヒューマンエラーによるものです。 
作業前にどのような危険が潜んでいるかを予測、危険箇所に
ついては作業員全員で確認し合い、安全の先取りしながら作
業をお願いします。 

1 月事故発生件数は 0 件で、今年度初めての事故 0 でした！ 

「安全はすべてに優先する」を念頭に、引き続き安全就業の徹底

お願いします。 

をまだまだ募集中です！ 
情報共有をして事故防止に役立てましょう。 
■応募方法： FAX（538-5576）、郵送、事務局持参等 （担当）今石 
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ヒヤリハット事例の応募

（図）

ヒヤリハット事例のご紹介 

車の運転中に、カーブミラー越しに見えた自転車と危うく接触

しそうになった。どちらも停止線がなく、自転車の走行が思っ

ているよりとても早く危険を感じた。 

どうすべきだったか… 

①双方がよく確認する 

②自転車を確認し危険回避する 

すぐに停止し自転車が通過した後に車を発進させる 

ご自身が自転車、歩行者の場合でもありえる状況と思われます。 
「相手側も気をつけているだろう、気付いているだろう」は事故や
ケガを招きかねません。自分自身が気をつけて少しでも危険を感じ
た場合は、すぐに停止することが大切です。ご応募下さった会員の
方々誠にありがとうございました。引き続きヒヤリハット事例を募
集しておりますので奮ってご応募ください。 

※事例を元に作成したイメージ図 

昨年の 2 倍 

傷害事故の 
3 割を占める 

※シルバー保険の適用件数とは異なります。 


